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平
成
30
事
業
年
度
は
第
3
期
中
期
目

標
・
中
期
計
画
︵
平
成
28
事
業
年
度
～
令

和
3
事
業
年
度
︶
の
3
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
本
事
業
年
度
の
徳
島
大
学
は
、
自

己
収
入
の
確
保
、
予
算
の
効
率
的
執
行

に
努
め
た
結
果
、
経
常
収
益
が
6
億
円

増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
当
期
総
利
益
が

2
億
円
増
加
す
る
等
、
良
好
な
財
務
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤
を

支
え
る
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
本
学
を
取
り
巻
く 

環
境
は

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
も
と
で
安
定
し
た
経
営

を
行
う
た
め
に
は
、
更
な
る
経
費
の

節
減
、
自
己
収
入
の
増
加
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
研
究
資

金
の
確
保
及
び
競
争
的
資
金
の
獲
得
に

努
め
る
と
と
も
に
﹁
知
を
創
り
、
地
域

に
生
き
、世
界
に
は
ば
た
く
徳
島
大
学
﹂

と
し
て
、
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
及

び
診
療
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
充

実
と
不
断
の
見
直
し
・
改
善
を
進
め
て 

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

当期総利益・目的積立金の推移
当期総利益 （     うち目的積立金） 　国立大学法人は、原則として企業会計に基づき会計処理を行いますが、公共的な性格を有し

ていること、利益の獲得を目的としないこと、独立採算制を前提としないこと、補助金（運営費交付
金）を受けて事業を実施する法人であることなどから、損益均衡の原理が会計制度の基本となっ
ています。一方で、経費の節減、自己収入の増加など経営努力を行った際には利益が生じること
になり、当期総利益のうち文部科学大臣の承認を受けた額については目的積立金として積み立
てられ、翌事業年度以降への繰越及び使用が可能となります。平成30事業年度は当期総利益
が5.4億円生じており、うち1.9億円が目的積立金として文部科学大臣の承認を受けようとする額
となります。
　この目的積立金は、徳島大学の中期計画で定めた使途に充てることができ、「決算において剰
余金が発生した場合は、教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる」と定めています。 

【目的積立金の概略】
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平成30事業年度における教育・研究活動等の取組

【地方大学・地域産業創生交付金対象事業への参画】

平成30事業年度 交付額 約8.8億円
　内閣府が行う地方大学・地域産業創生交付金の対象事業として、徳島大
学が参画する徳島県の「次世代"光"創出・応用による産業振興・若者雇用
創出計画」が採択されました。（5年間総額:50.1億円うち徳島大学:37.8億
円）徳島県の計画では、徳島大学等が有する地域の優位性を活かした光関
連産業の振興と専門人材育成などに産学官連携で取り組み、可視・近赤外
光だけでなく次に実用化が期待される「新しい光」を学び「夢のある未来社
会」の創出を夢見る学生が日本全国や世界中から集まる「キラリと光る徳島
大学」の実現を目指しています。
　この実現に向けて、徳島県の中核的な産業である光関連産業に貢献する

べく、徳島大学の強みである光科学分野を更に強化し、総合医科学分野等
への応用・展開を進める組織改革を検討してきました。この計画では、「新
しい光の創出と応用」をテーマに、次世代光（深紫外、テラヘルツ、赤外光
コム）を中核とした光源開発と医光融合等を通じた応用・製品開発で、世界
トップレベルの教育研究拠点を構築するとともに、医光融合人材の育成や
企業ニーズを踏まえたリカレント教育など、光応用専門人材の創出を担うこ
とにしています。
　このような取組を通じて、産学官金の密接な連携の下、徳島の強みである
光関連分野の研究力や技術水準、人材育成の強化を図ることで、国内外で
「光科学を学ぶなら徳島、光産業を仕事にするなら徳島」と認知され、光を
目指して若者が集う徳島の実現に貢献してまいりたいと考えています。
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島
県
地
域
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業
﹂

採
用
者
へ
の﹁
壮
行
会
﹂が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、徳
島
県
内
の
大
学
か
ら
合

計
5
名
が
採
用
さ
れ
、う
ち
徳
島
大
学
か

ら
は
、総
合
科
学
部
3
年
北
嶋
泰
周
さ

ん
と
総
合
科
学
部
4
年
長
樂
楓
華
さ
ん

の
2
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

留
学
生
共
同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
く
し
ま
を
開
設

　

7
月
10
日
、徳
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー

に﹁
留
学
生
共
同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

く
し
ま
﹂を
開
設
し
ま
し
た
。

　

徳
島
県
が
実
施
す
る﹁
留
学
生
県
内

定
着
促
進
事
業
﹂の一
環
と
し
て
開
設
さ

れ
た
も
の
で
、徳
島
県
内
の
高
等
教
育
機

関
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
の
入
学

か
ら
県
内
就
職
ま
で
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、徳
島
県
及
び
県
内
各

高
等
教
育
機
関
と
協
力
の
上
、外
国
人

徳
島
県
地
域
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業

﹁
壮
行
会
﹂
に
本
学
学
生
が
参
加

　

7
月
5
日
、徳
島
県
庁
に
お
い
て
、～
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N 

日
本
代

表
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
地
域
人
材
コ
ー
ス﹁
徳

留
学
生
の
各
種
相
談
の
受
付
、就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
等
を
行
い
ま
す
。

人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念

 ﹁
と
く
し
ま
健
康
寿
命
か
ら
だ
カ
レ
ッ
ジ

開
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
を
開
催

　

7
月
7
日
、常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
地
域

連
携
プ
ラ
ザ
け
や
き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念 

と

く
し
ま
健
康
寿
命
か
ら
だ
カ
レ
ッ
ジ
開
設

フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

　

4
月
に﹁
人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
﹂

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、同
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
と
、セ
ン
タ
ー
の
メ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
10
月
に﹁
と
く

し
ま
健
康
寿
命
か
ら
だ
カ
レ
ッ
ジ
﹂を
開

設
す
る
こ
と
か
ら
、健
康
寿
命
延
伸
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
し
た
。

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
と
覚
書
を
締
結

　

7
月
31
日
、国
立
研
究
開
発
法
人
新

エ
ネ
ル
ギ
ー・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構︵
以
下
、N
E
D
O
︶と
徳
島
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
創
出
に
向
け
た
支
援
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
支
援
人
材
の
育
成
な
ど
で
、相
互

協
力
す
る
こ
と
に
合
意
し
、起
業
家
支
援

に
係
る
相
互
協
力
の
覚
書
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

今
後
、徳
島
大
学
と
N
E
D
O
は
、

徳
島
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
や
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
通
じ
て
、

研
究
開
発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
次
々
と
誕
生

し
成
功
事
例
を
積
み
重
ね
て
い
く
ベ
ン

チ
ャ
ー
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
裾
野

拡
大
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
環
境
の
整

備
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
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第    

回 

特
別
展

 ﹁
徳
島
大
学
の
70
年 

︱
グ
ッ
ズ
展
︱
﹂

令
和
元
年
10
月
1
日（
火
）～
令
和
元
年
10
月
29
日（
火
）

　

展
示
を
通
し
て
大
学
と
地
域
と
を
結

ぶ
場
と
し
て
活
動
を
進
め
、
今
年
度
は

大
学
の
70
周
年
を
記
念
し
た
展
示
を
展

開
し
て
い
る
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
で
は
、
7

月
9
日
か
ら
9
月
20
日
ま
で
﹃
写
真
で

た
ど
る
徳
島
大
学
創
設
・
発
展
・
充
実

期
﹄
と
題
し
て
、
大
学
の
草
創
期
を
写

真
で
た
ど
る
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
写

真
を
通
じ
て
、
創
設
期
に
は
旧
日
本
軍

の
兵
舎
を
移
築
し
た
木
造
校
舎
、
同
様

に
和
田
島
の
旧
軍
用
機
駐
機
場
を
移
築

し
た
体
育
館
な
ど
、
戦
後
ま
も
な
く
新

制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
徳
島
大
学
の

様
子
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

薬
学
部
の
独
立
、
蔵
本
地
区
へ
の
移
転
、

国
道
11
号
線
の
開
通
に
伴
う
常
三
島

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
容
な
ど
、
徳
島
市
の

発
展
に
伴
っ
て
変
容
し
て
い
く
大
学
の

様
子
を
観
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
末
ま
で
は
、
グ
ッ
ズ
で
見
る
徳

島
大
学
を
テ
ー
マ
と
し
て
展
示
を
行
い

ま
す
。
大
学
を
象
徴
す
る
﹁
も
の
﹂
は
、

人
に
よ
っ
て
異
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
多
様
な
﹁
も
の
﹂
を
通
し
て
徳
島

大
学
の
活
動
を
知
る
機
会
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
﹁
こ

ん
な
も
の
も
あ
る
ん
だ
！
﹂
と
い
う
発

見
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

28

ン
エ
ク
ス
ト
ラ
プ
ラ
イ
ズ
の
消
防
庁
長
官

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、さ
ら
に
関

係
団
体
賞
と
し
て
、日
本
機
械
学
会
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス・メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
一
般
表

彰
も
受
賞
し
ま
し
た
。

﹁
徳
島
大
学
連
﹂
が
阿
波
お
ど
り
に
参
加

徳
島
大
学
ロ
ボ
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

﹁
と
く
ふ
ぁ
い
！
﹂が﹁
第
19
回
レ
ス
キ
ュ
ー 

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
に
て
ト
リ
プ
ル

受
賞

　

8
月
10
日
、11
日
に
開
催
さ
れ
た﹁
第

19
回
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
活
動
す
る

学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一
つ
、ロ
ボ
コ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト﹁
と
く
ふ
ぁ
い
！
﹂が
参
戦
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
、レ
ス
コ
ン
ア
ニ
ュ
ア
ル
プ
ラ

イ
ズ
の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
、レ
ス
コ

　

徳
島
の
真
夏
の
祭
典﹁
阿
波
お
ど
り
﹂

は
、今
年
は
台
風
の
影
響
で
8
月
12
日
、

13
日
の
2
日
間
に
短
縮
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、こ
の
2
日
間
、街
は
色

と
り
ど
り
の
浴
衣
や
法
被
が
あ
ふ
れ
、お

ど
り
ム
ー
ド一色
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
地
学
長
を
連
長
と
す
る﹁
徳
島
大

学
連
﹂は
、初
日
の
12
日
に
出
演
す
る
た

め
、L
E
D
の
美
し
い
光
が
灯
さ
れ
た

高
張
り
提
灯
の
も
と
、創
立
70
周
年
を

記
念
し
て
誕
生
し
た
徳
島
大
学
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー﹁
と
く
ぽ
ん
﹂と
と

も
に﹁
ぞ
め
き
﹂の
鳴
り
響
く
街
へ
繰
り

出
し
ま
し
た
。

﹁
あ
な
た
も
徳
島
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
﹂
を
公
開

　

一
般
・
社
会
人
の
方
を
対
象
に
、
従

来
の
公
開
講
座
に
加
え
て

①
科
目
等
履
修
生
、聴
講
生
と
し
て
本

学
で
学
ん
で
い
た
だ
く
方
法
に
つ
い
て

②
企
業
人
と
し
て
新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
、﹁
地
域
産
業
人
材
育

成
講
座
﹂に
つ
い
て

③
学
部
、
大
学
院
の
社
会
人
を
対
象
と

し
た
入
試
制
度
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
ご
案
内
す
る﹁
あ
な
た

も
徳
島
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
﹂

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

徳大行事予定 2019.10.1～2019.12.31

徳島大学ポストLEDフォトニクス研究所
開所記念式典・交流会及びキックオフセミナー
日時 ： 2019年10月16日（水）15：00～
場所 ： 徳島大学 常三島キャンパス けやきホール
問い合わせ先 ： 
ポストLEDフォトニクス研究所事務室
TEL ： 088-656-9701
E-mail ： postled@tokushima-u.ac.jp

大学祭（蔵本祭・常三島祭）
日時 ： 2019年11月2日（土）、3日（日）
場所 ： 徳島大学 蔵本キャンパス・常三島キャンパス
問い合わせ先 ： 学生支援課学生支援係
TEL ： 088-656-7287
E-mail ： gkshienk@tokushima-u.a.cjp

地域継続シンポジウム
日時 ： 2019年11月11日（月）13:30～16:30
場所 ： 徳島県教育会館 5Fホール
問い合わせ先 ： 
徳島大学環境防災研究センター
TEL ： 088-656-8965
E-mail ： yuasa.yasufumi@tokushima-u.
             ac.jp

第49回 徳島大学薬学部卒後教育
公開講座
日時 ： 2019年11月16日（土）
場所 ： 徳島大学 蔵本キャンパス 
         長井記念ホール
問い合わせ先 ： 
大学院医歯薬学研究部 生物有機化学分野
TEL ： 088-633-9539
E-mail ： minakawa@tokushima-u.ac.jp

2019年度 徳島大学大学院医歯薬学
研究部市民公開講座
日時 ： 2019年12月8日（日）
場所 ： 徳島大学 蔵本キャンパス 
          長井記念ホール
問い合わせ先 ： 
大学院医歯薬学研究部
医薬品機能生化学分野
TEL ： 088-633-7250
E-mail ： tsuchiya@tokushima-u.ac.jp

学生＋保護者向け企業ガイダンス
日時 ： 2019年12月22日（日）
        13：00～16：30（予定）
場所 ： 徳島大学 常三島キャンパス 
         共通講義棟6階 創成学習スタジオ
問い合わせ先 ： 
徳島大学COCプラス推進本部事務局
TEL ： 088-656-9888
E-mail ： coc-plus@
             ml.tokushima-u.ac.jp

EVENT 
information


